
諺
ことわざ

１．次の生き物の名前を下のことわざの中に入れなさい。

蛙
かわず/かえる

・馬
うま

・河童
か っ ぱ

・亀
かめ

・鯛
たい

・ 虎
こ/とら

・猿
さる

・犬
いぬ

・猫
ねこ

・鷹
たか

・狸
たぬき

・蜂
はち

・蛇
へび

･ 兎
と/うさぎ

・鶴
つる

(1)（ ）も歩けば棒
ぼう

にあたる

(2)（ ）の耳に念仏
ねんぶつ

(3) 能
のう

ある（ ）は爪
つめ

を隠
かく

す

(4) 腐
くさ

っても（ ）

(5) 藪
やぶ

をつついて（ ）を出す

(6) （ ）の川流
かわなが

れ

(7) （ ）に小判
こ ば ん

(8) 掃
は

き溜
だ

めに（ ）

(9) （ ）の甲
こう

より年
とし

の功
こう

(10) 泣
な

き面
つら

に（ ）

(11) （ ）穴
けつ

に入
い

らずんば（ ）子
じ

を得
え

ず

(12) 二（ ）を追
お

うものは一（ ）をも得ず

(13) 捕
と

らぬ（ ）の皮算用
かわざんよう

(14) 井
い

の中の（ ）

(15) （ ）も木から落
お

ちる



２．次の（ ）に漢字一字を入れなさい。同じ番号の（ ）には同じ字が入ります。

(1)「蓼
たで

食
く

う（ ）も好
す

き好
ず

き」・「一寸
いっすん

の（ ）にも五分
ご ぶ

の 魂
たましい

」

(2)「来年のことを言うと（ ）が笑
わら

う」・「渡
わた

る世間
せ け ん

に（ ）はない」

(3)「（ ）の上にも三年」・「（ ）橋
ばし

を叩
たた

いて渡る」・「焼
や

け（ ）に水」

(4)「言わぬが（ ）」・「（ ）より団子
だ ん ご

」

(5)「（ ）聞
ぶん

は一見
いっけん

に如
し

かず」・「三
み

つ子
ご

の 魂
たましい

（ ）まで」

３．次のことわざの意味を調べて、ことわざを使った文を作りなさい。

(1) 棚
たな

からぼた餅
もち

（棚
たな

ぼた）

(2) 泥棒
どろぼう

を捕
と

らえて縄
なわ

をなう（泥縄
どろなわ

）

(3) 後
あと

の祭
まつり

(4) 良薬
りょうやく

は口に苦
にが

し

(5) 火のない所に煙
けむり

は立たぬ

(6) 身
み

から出た錆
さび

(7) 急がば回
まわ

れ

(8) 出る杭
くい

は打
う

たれる

(9) 塵
ちり

も積
つ

もれば山となる

(10) 情
なさ

けは人の為
ため

ならず


